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Ⅰ ホソヘリカメムシ 

１．豆類の被害と繁殖サイクル 

８月中旬以降に被害が出ます。幼虫、成虫ともに口針を莢に差し込み豆の汁

を吸うので不稔粒や変形粒が発生します。なお、被害粒を食べても無害です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道内での繁殖サイクルは解らないことが多いですが、成虫で越冬し春に産

卵、その卵が孵化し成虫になり次の卵を産みます（世代交代)。これを１～２

回繰り返し８月中・下旬に発生する二世代目の幼虫と成虫が加害します 
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２．枝豆のホソヘリカメムシ被害対策  

 豆類の莢が着き始める頃から黄熟するまで長期に渡り子実を加害します 

防除方法は薬剤散布や防虫ネットで作物全体を被覆する方法があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．薬剤防除 

８月上旬が防除時期なので虫の発生や開花の状況、莢の大きさ等を観察 

して下さい。虫は葉の間にも潜んでいるので噴霧器で丁寧に散布します 
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４．枝豆以外の豆類の薬剤防除 

農園内で作られている豆類は枝豆、黒豆、さやいんげん、さやえんどう、ス

ナップえんどう、そらまめ､四角豆、落花生など・・沢山あります。 

防除方法の事例を収集できていないものは“子実を食べるもの”と“莢を

食べるもの”に分けてその都度相談をさせていただきます 
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５．防虫網によるトンネルの設置方法 

肥料の入れ過ぎは茎葉が伸び過ぎてトンネル内が過密になり、莢付きが悪

くなるので肥料は基準量とします。生育中は除草が難しいのでマルチをしま

す。さやいんげんはツル有り品種からツル無し品種に変えるのも一法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベット幅を６０cm にすると枝豆に適した高さのトンネルが出来ます 
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Ⅱ．生姜（しょうが） 

1．生育適温と植え付け時期 

根生姜は薬味として、筆生姜や葉生姜は清涼感のある香りを楽しみます 

生育適温は２５～３０℃と高温を好むので平均気温が１５℃以上になる 

６/上に播種します（１５℃で生育は鈍り１０℃以下で塊茎は腐敗する） 
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２．植え付け 

（１）乾燥を嫌うので平畝栽培します。施肥は全面散布し土と混ぜ合わせた後 

に、保温と乾燥防止を目的にマルチをします。 

（２）種イモの一片は小生姜５０ｇ、大生姜１００ｇ前後。芽を２～３個 

付けて分割し芽を上向きに植える。生育初期は不織布をベタがけする 
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３．追肥と土寄せ 

 種イモからの養分供給は５～６葉期（発芽後６０日位）までなので追肥しま

す（収獲まで２回）。また、生育が進むと塊茎は地上部に露出して緑化するの

で追肥時に土寄せします。マルチを除去した後は敷き藁をして適宜潅水する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．収穫 

（１）筆生姜は３～４葉、葉生姜は７～８葉以降に随時収穫する 
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（２）新生姜（根生姜）の収穫と保存 

 塊茎は１０℃以下で腐敗するので９月下旬までに収獲します(岩見沢の最

低気温が１０℃を下回るのは平年値９／２８) 

 掘り上げた塊茎は新聞紙に包みダンボール箱に入れ冷暗所で保管。理想の

温湿度は１３～１５℃湿度９０％(１０℃以下で腐敗し１８℃以上で発芽) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．食べ方（新生姜の甘酢漬け） 
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Ⅲ 土壌ｐＨ（ペーハー） 

(1)ｐＨは土壌の酸性度合いを示す指標で０～１４に区分し７が中性です 

(2)野菜には種類ごとに生育しやすいｐＨが有ります（図１）。どの栄養分を沢 

山必要とするか、根が酸性に強いか弱いか、根粒菌など微生物との相性など

によって好適なＰＨが異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)土壌中の肥料成分はｐＨによって溶け出す量が異なります（図２） 
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２．ｐＨの測定と土壌改良 

ＰＨは降雨や施肥により変化するので定期的に調査するのが理想です 

調査は肥料成分が残っていない植付け前か収穫終了後に実施します 

結果が適正範囲から大幅に外れる時はｐＨ6.0～6.5 を目標に改善します 

一度に大量の資材を入れるとｐＨは急変するので複数年かけて改善します 
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Ⅳ 野菜の施肥方法 

１．基肥と追肥 

野菜の葉色が濃い、カビが原因の病気が多い、トマトの尻腐れが出た、 

インゲン豆の莢付きが悪い、イモの茎葉は元気だったがイモ数が少ない等

例年と異なる現象があった時は基肥と追肥の量を確認してみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．追肥 

 果実の肥大、枝葉の伸長、結球など追肥の適期を見極めます（次表） 
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３．トマトの尻腐れ果 

 原因は土壌中の石灰分が不足する､窒素肥料が多すぎる、土壌が乾燥する等

ですが、多くは移植時（基肥）の窒素肥料の入れ過ぎのようです 

基肥と追肥に分けて施肥することが大切です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とうもとこしは播種時と３～４葉期の２回に分けて施肥します。 

雄穂が出る頃（１０～１２葉期）に追肥すると実が充実します。 
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４．種類別の必要成分量と化成肥料(8-10-8)による施肥量の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：g/㎡

畝幅 株間 窒素 燐酸 加里 窒素 加里

トマト 70 40 10 20 40 125 4 4 50 各段の果実が１０円玉大の時

ミニトマト 90 40 10 20 40 125 2 2 25 第３段果房開花から各花房開花始

きゅうり 180 60 20 15 20 250 5 5 60
親子３本仕立て。１条植え。
収穫はじめと以降２０日ごとに

ピーマン 100 45 10 20 10 125 5 5 60 収穫始めと以降３０日ごとに

なす 130 50 15 20 10 190 2 5 25 収穫始めと以降３０日ごとに

かぼちゃ 300 120 4 10 5 50 4 3 50 ３本仕立。着果揃い後に畝間施用

すいか 300 100 5 15 8 60 4 4 50 ４本仕立。雌花～先端迄25cm以下

メロン 250 90 6 20 15 75 4 4 50 ２本仕立。着果揃い後にツル先端

まくわうり 200 90 10 10 10 125 ４本仕立て。

えだまめ 60 30 2 10 8 25

さやいんげん
（ツル無）

60 30 7 10 8 90

さやいんげん
（ツル有）

90 45 9 10 8 110 2 2 25
第1花後の草勢を見て。
畝全面散布し軽く耕し株元に土寄

さやえんどう 150 20 4 10 10 50 2 25 収穫はじめ

らっかせい 80 30 3 10 10 40 2 2 25
マルチ除去時の草勢を見て。
畝全面散布し軽く耕し株元に土寄

そらまめ 120 30 10 20 10 125 4 4 50 莢が肥大し始める頃に株間散布

75
30
1本

7
作条

15 8 90 5 5 60

75
45
2本

11
全面

21 8 140 5 5 60

ズッキーニ 150 100 7 10 7 90 2 2 25 収穫始めと以降１５日毎に株周り

ゴーヤ 150 100 16 25 16 200 2 2 25 １回目収穫後。以降は２０日間隔

いちご
(一季成り)

40 30 8 10 8 100 1 2 15 ８月定植。翌年収穫始以降10日毎

オクラ 60 30 10 20 10 125 2 2 25 １～２果収穫時の草勢を見て

だいこん 60 30 5 8 8 60

にんじん 30 10 12 15 15 150 3 40
間引き終わり(５葉)に畝間施用し
攪拌

ごぼう 70 6 12 40 12 150 6 6 80 播種後60日頃畝間施肥し攪拌

じゃがいも 75 30 8 14 11 100

さつまいも 100 30 5 10 15 60

さといも 100 30 10 20 10 125 2 2 25 ７/上と７/下に株間に播いて土寄

ながいも 120 20 15 20 12 190 5 8 60 ７月中旬に畝間表面散布

かぶ 30 15 12 15 12 150

ラデッシュ 15 5 8 8 8 100

ヤーコン 100 50 15 15 15 190 2 2 25 8月に入り生育状況を見て株間散布

（北国の野菜作り４９種・北の家庭菜園・北海道野菜地図・アタリヤ農園ﾊﾟﾝﾌ、北海道の新顔野菜より)

分肥（追肥）の仕方

とうもろこし

①４～５葉期に畝間に施肥し軽く
〇耕し土寄せ
②生育状況により雄花抽出時
〇（１０～１２葉）にＮ５g/㎡

裁植密度と施肥量の目安（１）

品目

裁植密度
（cm）

基　肥
成分量 化成

8-10-8

分･追肥
成分量 化成

8-10-8
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単位：g/㎡

畝幅 株間 窒素 燐酸 加里 窒素 加里

はくさい 60 50 16 18 18 200 6 4 75 結球始め（畝間がふさがる前に）

キャベツ 60 50 16 14 12 200 6 6 75 結球始めまでに(畝間が塞がる前）

レタス 60 30 12 12 14 150

みずな（小株）20 5 9 10 12 110

たまねぎ 30 11 15 15 15 190

ながねぎ 100 6 10 15 6 125 3 3 40
定植２０日、４０日の培土時。
畝間に施肥して土と混ぜ培土

アスパラガス 150 30 10 20 10 125 5 5 60
定植年は様子を見て追肥
二年目以降は融雪毎収獲終了後

にら 35 30
基8
春5

16
10

4
４

100
60

4
5

4
4

50
60

定植後は３０日ごと。
翌春は収穫ごとに

にんにく 45 15 10 25 9 125 8 9 100 融雪後。畝間に施肥し攪拌

ブロッコリー 70 40 4 14 4 50 10 8 125

カリフラワー 75 45 10 14 10 125 8 6 100

ほうれんそう 20 5 9 15 8 110

小松菜 20 5 12 10 12 150

パセリ 30 30 15 20 15 190 3 3 40 収獲始めから２０日おき

みつば 15 5 5 20 5 60 2 2 25 本葉２および４葉期。収穫後も

春菊（株張） 20 5 15 10 10 190 2 2 25 摘み取りの場合葉色見ながら

セルリー 60 35 30 30 24 375 6 5 75 定植後２０日おきに合計３回施肥

野沢菜 30 20 15 15 15 190 5 5 60 ３～４葉期に葉色が淡いとき

くき立ち菜 30 15 10 10 10 125 5 5 60 融雪後に畝間に施肥し攪拌

チンゲンサイ 20 15 15 12 15 190

空心菜．ｴﾝｻｲ
50
20

30
10

10 10 10 125 2 2 25
摘取り(50×30cm）と刈取りがある
摘取では２～３週間毎に葉色見て

しょうが 75 30 15 15 15 190 5 5 60 ５～６葉期とその後１ヶ月後

らっきょう 45 10 10 20 10 125 5 5 60 融雪後。畝間に施肥し攪拌

みょうが 60 15 6 15 6 75
5
2

5
2

60
25

春の萌芽後２葉期
６～７葉期間引き後

着蕾始めまでに（定植１ヶ月頃）
畝間に施肥し攪拌土寄

（北国の野菜作り４９種・北の家庭菜園・北海道野菜地図・アタリヤ農園ﾊﾟﾝﾌ、北海道の新顔野菜より)

裁植密度と施肥量の目安（２）

品目

裁植密度
（cm）

基　肥
成分量 化成

8-10-8

分･追肥
成分量 化成

8-10-8
分肥（追肥）の仕方
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Ⅴ 病害虫対策 

１．圃場の観察 

雨が続くと病気が増え、高温が続くと害虫が多くなる傾向があります 

発生初期の防除が基本なので茎や葉の様子、葉の裏側などを観察して変化が

ないか気配りしましょう。薬剤防除のみに頼らず他の防除法も組み合せます 
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２．農薬の散布にあたって  

 (1)袋の裏面の説明書を読み使用方法を確認して下さい（下表） 

(2)病原体も害虫も葉の裏に生息することが多いです。また、生育が進むと 

茎葉は大きくなり葉数も増えるので、葉の裏まで行き渡る薬液量を作り

専用の噴霧器で均一に散布します。                      
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Ⅵ 少雨・高温と土壌水分対策 

 長い間雨が無かったり高温が続くと土壌の乾燥が進み水分が不足します。 

  水分不足は種の発芽や苗の活着不良、馬鈴薯や玉葱の小玉化、トマトの尻

腐れや日焼けなど生育や収量の低下を招きます。 

対策は潅水を基本とし、堆肥、マルチ、敷きわら等で水分の蒸散を抑えます 
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メ モ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


